
　

 新年あけましておめでとうございます。 

 平素より当院へのご協力・ご支援に厚くお礼申し上げます。当院は本年も「やさしくあたたか

い病院」という当院の理念を職員全員が心にとどめ、地域の皆様から信頼される病院を目指して

参ります。 

 2020年2月以降日本はじめ世界全体がコロナ禍に巻き込まれ未曾有の状況に陥っています。当

院も4月初めに新型コロナ陽性の職員が出て対応に追われました。現在は、県の健康福祉部・八

戸地域の保健所・八戸市民病院、八戸赤十字病院のご指導・ご協力をいただきながらコロナ対策

に尽力しているところです。 

 一方、厚生労働省からは、これからの人口減少・少子高齢化を見据えて、その地域に見合った

地域医療構想を掲げ、病院規模の再検証（病院の統合や病床の削減など）が求められています。

公的病院等としての当院も当初の「公的医療機関等2025プラン」を再検討し提出するよう指導さ

れています。さらに、働き方改革として、医療従事者への時間外労働への取組みついても厳しい

規制が課されるようになりました。今後はこれらの社会情勢を十分に踏まえながら、地域の患者

とニーズに寄り添った医療を実践していくという難しい舵取りが要求されています。 

 青森労災病院は、高度急性期から回復期まで、つまり病気の予防・発症からその後の在宅復帰

支援まで切れ目のない医療を提供するコンパクトな総合病院を目指しています。そのことは今後

も変わりなく、「新たな2025プラン」にも述べられています。地域の方々や労働者の健康づくり、

生活習慣病の未病対策・一次予防を行い、がん、整形外科疾患、泌尿器科疾患への対応を強化す

ることはこれからの高齢者社会を考えてもとても大切です。そして、これまでに増して病院同

士・医師会との交流、介護施設との連携強化の必要性が高まるものと思われます。しっかりと協

力していきたいと考えています。その他にも労災病院として、政策医療（アスベスト健診、じん

肺検診、がんと糖尿病の「治療と就労の両立支援」等）や産業保健活動についても引き続き尽力

して参ります。 

 コロナ禍からの一日も早く落ち着いた生活を取り戻せるよう心よりお 

祈り申し上げますとともに、皆様にとりまして本年が健やかで、楽しい 

年となりますよう祈念しまして、年頭のご挨拶といたします。 

青森労災病院 理念 「やさしく、あたたかい病院」 

・患者さんの権利を尊重し、患者さん中心の医療を行います。 

・医療の質の向上をめざします。 

・勤労者医療・地域医療連携等における社会的責任を果たしま

す。 

院長 玉澤 直樹 
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  去る11月1日、待望の青森労災病院・がん診療センターが活動を開始いたしました。デーリー

東北、東奥日報の地元２大新聞が二度にわたりトピックとして取り上げてくださいましたが、

我々としては先ずセンターの顔となる総合窓口が患者さんや地域の皆様にどう認識され、どう利

用されるかという根本的な部分が、実は最大の関心事でありました。しかし、蓋を開けたところ

総合窓口は非常にスムーズに活用され始め、これまでのところは「案ずるより生むが易し」とい

う形でスタートすることが出来、一同ほっと胸をなでおろしているところです。 

 以前にもお伝えしましたが、がん診療センター総合窓口は、担当スタッフが直接口頭や電話に

て、あるいはメール、faxなどで皆様のご質問やご相談に対応する、広く公開されたよろず相談

のスタイルを取らせていただいております。スタッフの面々は、がん診療を含む日常診療業務全

般に熟達したソーシャルワーカー、看護師、事務職員などから構成されており、彼女たちが担当

する窓口相談の段階で案件のかなりの部分が解決出来ているようです。この範囲を超える専門的

な医学分野のご相談に関しては、新設されたがん相談外来、がん遺伝相談外来で担当医師が対応

することになりますが、11月分の統計をみますと１ヶ月で10件を超える窓口相談があり、このう

ち４分の１で上記の２つの相談外来受診のご希望がありました。この数字は当初の予想にほぼ近

いもので、やはりがん診療の様々な段階において地域にニーズが存在していることを改めて確認

することが出来ました。 

 がん相談外来は、有償ではありますが、患者さんご自身はもちろん、ご家族のみでもご利用が

可能で、がんの診断から治療、予後、付随する医学的な問題等に関するご質問、ご相談について、

がん治療の専門医が現代医療の常識に基づく客観的な立場から対応をさせていただきます。この

際紹介状は必要がなく、担当医は当日お話しいただいた内容をしっかり咀嚼し、患者さんが現在

治療を受けられている場合であっても可能な範囲で自らの意見を述べさせていただきます。一方

がん遺伝相談外来は、がんの一部には遺伝的素因が関与する場合があり、その様なタイプのがん

に罹患されている場合、あるいは家系など何らかの形で関連がありご不安をお持ちの場合などに

ご利用していただける外来です。こちらも有償ですがやはり紹介状は必要でなく、お話を伺った

のちその内容に応じて対応を検討します。一般的な医学知識で対応できる場合もあると思います

が、必要と判断すれば主治医との連絡・相談やより専門的な連携協力施設への紹介などを含め、

柔軟かつ積極的な介入を考慮いたします。（なお担当医からの紹介状がある場合には、遺伝子パ

ネル検査などの窓口として機能することも含めて、通常の医療行為として診療にあたります。） 

 さて2020年もとうとう年末となり、八戸にも雪が降りました。コロナ禍のなか、当院にとって

は大きなイベントであったがん診療センター開設から早くも二か月弱が過ぎようとています。 

総合窓口の業務にある程度見通しがたった現在、当センターは次の課題としていよいよ 

precision medicine（がんの精密医療、個別化医療）に取り組む 

ことを考えています。既に先行して行われている診断・治療もあ 

りますが、これを組織横断的ないしは臓器横断的に実施できるよ 

う院内の協力体制を再構築していきます。また、関連するがん遺 

伝相談外来のような対人的にデリケートな領域の拡充にも積極的 

に取り組んでいこうと考えております。本当に一歩ずつではあり 

ますが、当センターが前向きに歩み始めていることにご期待を頂 

けましたら幸いです。地域の医療機関の皆様、今後ともどうぞ宜 

しくお願いいたします。 

 

始動した「がん診療センター」 

がん診療センター長 真里谷 靖 



【専用FAXによる予約方法】

予約受付時間：午前８：３０～午後９：１５（ただし、状況によって対応します。）

予約ＦＡＸ番号：０１７８－３３－１６９０　（地域医療連携室直通）

予約申込書：当院ホームページ〉〉各部門のご紹介〉〉地域医療連携室のページから

　　　　　　　　ダウンロード可能です。

　　　　　　　　郵送またはFAXでもお送りしますので、ご希望の際はご連絡ください。

　※予約の申込につきましては、診療日前日までとなっております。

　　当日の予約については、お電話のみでの対応とさせて頂いております。

　◇利用手順

地域医療連携室

【電話による予約方法】

予約受付時間：平日午前８：３０～午後５：００

予約電話番号：０１７８－３３－１５５１　内線２５１５

　◇利用手順

地域医療連携室連携医療機関 患者

※FAX予約では、事前にカルテ登録を行いますが、電話予約の場合、当日のカルテ登録となりますので
若干お時間を頂きます。

　当院では、紹介患者さんの待ち時間短縮を目的に、FAX・電話による診療予約を実施しております。

青森労災病院
連携医療機関 患者

青森労災病院

医療連携室では、紹介患者

の予約希望である旨を確認

し、 

・受診科、希望日時 

・紹介患者さんのお名前（読

み方のみ）、生年月日、患者

さんのご自宅の電話番号を

お伺いする。 

予約申込書の表面を記入後 

０１７８−３３−１６９０にＦＡＸ 

診療情報提供書を登録医

から受け取る。 

紹介状をお持ちの方はご本人

あるいは家族の方が医療連携

室に電話する。 

「紹介患者の予約希望」である

旨を伝える。 

希望日時を確認し、予約に空きがない場

合は、都合の良い日時で調整する。 

 

予約当日の予約時間の２０分前までに、医事課受付 

『③ 初めての方』のカウンターに来院してもらう。 

・紹介状、保険証、当院の診察券（診察券をお持ちの

方）、お薬手帳（お薬情報）を持参していただく。 

 

連携医療機関は、診療

情報提供書を患者さん

が受診日に持参できるよ

うに作成する。 

予約申込書受取 
予約確認 

希望日時に空きがない場合は調整 

予約申込書の裏面に 

予約日時、患者氏名を記入し、患者さんへ 

青森労災病院 FAX・電話による診療予約のご案内 



青森労災病院　地域医療連携室宛 　専用　ＦＡＸ　0178－33－1690 令和

（ふりがな）

患者氏名

生年月日
年 月 日 歳

電話番号　　　　　　　　－　　　　　　　　－　　　　　　　　

☆の診療科につきましては、診療情報提供書も併せてお送りくださいますようお願いいたします。

青森労災病院　

所在地

電話番号・ＦＡＸ番号

送信担当者名

資格取得日

↑保険証のコピー貼付でもかまいません

医療機関名

記号・番号 資格取得日

後期高齢者
受給者証・
公費医療

市町村・負担者番号 負担割合 　　　　　　割

受給者番号

　□　外科 ☆ 　□　泌尿器科　☆ 　□　歯科口腔外科 ※☆

※の小児科・放射線診断科・放射線治療科・歯科口腔外科への予約は、直接診療科外来へ電話予約をお願いいたします。

（注）循環器内科・神経科・産婦人科・麻酔科は、令和２年７月現在休診となっております。

主保険

保険者番号 区分 本　人　・　家　族

　□　神経科 　□　皮膚科 　□　リハビリテーション科

　□　神経内科 ☆ 　□　心臓血管外科 ☆ 　□　健康診断部

　□　血液外来 ☆ 　□　形成外科 　□　眼科

　□　糖尿病・内分泌内科 ☆ 　□　脳神経外科 ☆ 　□　耳鼻咽喉科 ☆

受診希望日時　　　　令和　　　　　　　　　年　　　　　　月　　　　　　日　　　　　　曜日　　　　　　　　　時　　　　　　分

受診希望科（○をつけてください）　医師の指定がある場合　医師名〔　　　　　　　　　　　　　　　〕宛

　□　呼吸器内科 ☆ 　□　小児科 ※ 　□　放射線診断科 ※☆

　□　消化器内科 ☆ 　□　整形外科 ☆ 　□　放射線治療科 ※☆

（姓） （名）

男　　・　　女

明治・大正・昭和
平成・令和

住所

〒　　　　　－

　　　年　　　月　　　日

予　約　申　込　書
性　別 旧　姓


